
　

あ
る
朝
突
然
、
体
が
動

か
な
く
な
っ
た
。
最
初
に

右
足
が
、
次
に
右
腕
が
動

か
な
く
な
り
、
救
急
車
に

乗
せ
ら
れ
て
入
院
す
る
事

に
な
っ
た
。

　

四
ケ
月
程
の
入
院
生
活

を
送
っ
て
い
て
一
時
帰
宅

し
た
事
が
あ
っ
た
。
家
に

帰
っ
て
ほ
っ
と
し
て
、
家

は
い
い
な
と
思
っ
た
。
と

こ
ろ
が
一
泊
し
て
病
院
に

戻
る
時
間
に
な
っ
て
も
少

し
も
嫌
だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
体
を
治
し
た
い

気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
病
院
の
自
分
の
ベ
ッ

ド
に
腰
掛
け
た
ら
、
ほ
っ

と
し
た
よ
う
な
居
場
所
を

感
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
十
年
近
く

な
る
の
だ
が
、
長
く
入
院

し
て
い
て
退
院
で
き
た
時

は
ほ
っ
と
し
た
話
を
聞
く

事
が
あ
っ
て
そ
の
当
時
を

思
い
出
し
た
。
一
時
帰
宅

し
て
い
な
け
れ
ば
居
場
所

感
は
違
っ
て
い
た
か
も
知

れ
な
い
。

　

今
、
体
は
思
う
よ
う
で

は
な
い
が
、入
院
生
活
を
送

り
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
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　明治30年、北越鉄道開通により開業。
明治・大正期には金津の石油積込みの専
用線もあった。

②平成元年（1989年）①昭和初期
　駅舎は明治42年に改築され、都度部分
的な改築はあったが開業当時の面影を残
していた。昭和45年に貨物取扱いを廃止。
貨物倉庫は通勤通学の自転車置き場に
なった。

③令和 2年（2020年）
　平成19年にモダンな橋上駅になった。
エレベーターを備えた東西自由通路が造
られたことでとても便利になった。

マスク顔が当たり前になって久しいが、ワクチン接種も４回目をしてもマスクから離れられそうにない。感染前の日常に戻って

ほしいと願うばかりだが、前向きに生活をしていく事も考えていかなければならないのでは ．．．。　(る)

（トクメイ）さん

「 居 場 所 」

令和４年度小須戸地区文化祭 （市民展・芸能祭）

３年ぶりに開催！出品・出演者募集中
小須戸地区の特徴である 「皆で作り上げる文化祭」 を通して、 生涯学習
の成果を市民展と芸能祭の場で発表してみませんか。

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
・
３
年
度
と
伝
統
あ
る
文
化
祭
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

常
日
頃
の
文
化
・
芸
能
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
サ
ー

ク
ル
・
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
間
、
活
動

の
披
露
の
場
を
失
う
こ
と
と
な
り
、「
や
り
が
い
」
や
「
張
り

合
い
」
を
保
つ
の
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

秋
葉
区
内
に
お
い
て
も
、
６
月
に
有
観
客
で
行
っ
た
「
秋

葉
区
芸
能
祭
」
や
、
７
月
に
小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
「
ま
ち
セ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

等
、
感
染
防
止
対
策
を
図
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
須

戸
地
区
の
文
化
祭
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
を

文
化
協
会
・
公
民
館
と
一
緒
に
な
っ
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
小
須
戸
地
域
の
多
彩
な
文
化
・
芸
能
活
動
が

よ
り
一
層
発
展
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
か

ら
の
出
品
・
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小須戸文化協会

会長  杉本　昭彦

小須戸地区公民館

館長　古川　正利

・ ９月２２日（木） 市民展出品締切

・ ９月３０日（金） 芸能祭出演締切

・ １０月 ４日（火） 19 ： 00 ～

市民展全体会議　まちセン研修室

・ １０月１４日（金） 19 ： 00 ～

芸能祭全体会議　まちセン会議室

・ １０月２８日（金） 13 ： 30 ～

市民展会場設営　まちセンホール集合

　　　　   作品搬入 15 ： 00 頃～

・ １０月２９日（土） 9:00 ～ 17:00（予定）

　　　　　３０日（日） 9:00 ～ 15:00（予定）

小須戸地区市民展

・ １１月１１日（金） 9 ： 00 ～ 21 ： 30

芸能祭リハーサル　まちセンホール

・ １１月１２日（土） 18 ： 30 ～

芸能祭会場設営　　まちセンホール

・ １１月１３日（日） 9:45 ～ 14:35（予定）

小須戸地区芸能祭 （※詳細は次号で）

　※新型コロナウイルス感染症感染状況に

　　よっては中止 ・ 変更 ・ 延期もります。

出品・出演団体の皆様へ
今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル

・開 催 日 １１月１３１１月１３日（日）（日）
・会　  場　小須戸まちづくりセンター　３階　多目的ホール

・部　  門　演奏・唄・踊り・ダンス・体操・その他

・出演資格  小須戸文化協会所属団体または秋葉区内で

  　　　　　活動している団体（自薦・他薦問わず）

・出 演 料  無料

・出演時間　１団体１０分以内

・申込期間　９月２日（金）～９月３０日（金）

 　　　　　 （※締切厳守・ＦＡＸ可）

◎申し込み ・ 問合せ 　小須戸地区公民館◎申し込み ・ 問合せ 　小須戸地区公民館
    〒956-0101  秋葉区小須戸120番地 5

    ＴＥＬ 0250-25-5715    ＦＡＸ 0250-38-5210

    Mail  kosudo.co@city.niigata.lg.jp

◆市民展・芸能祭の募集要項及び申込書は下記の施設に

  備え付けてあります。   　　　　

  小須戸地区公民館・小須戸出張所・小須戸まちづくり

  センター　小須戸地区ふれあい会館・新津地区公民館

第36回小須戸地区回小須戸地区
芸能祭　出演募芸能祭　出演募集

・開 催 日 １０月０月２９日（土（土）～３０日（日）（日）
・会　  場　小須戸まちづくりセンター

・部　  門　日本画・洋画・書道・写真・工芸・版画・彫塑・

            文芸 ・その他

・出品資格  秋葉区内に在住または通勤・通学している方

・出品点数　お一人２点以内

・展　　示　出品作品は無審査で展示します

          　展示期間中の搬出はできません

          　展示方法は主催者側に一任ください

・出 品 料  無料

・申込期間　９月９日（月）～２２日（木）（※締切厳守・ＦＡＸ可）

・搬　　入　１０月２８日（金）午後３時～午後８時（予定）

・搬　　出　１０月３０日（日）午後３時～午後５時

・そ の 他　作品の保全につきましては、責任を持って取扱い

            ますが不慮の災害・事故についてはこの限りでは

            ありません

第46回小須戸地区回小須戸地区
市民展　作品募集市民展　作品募集
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川  柳

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは9月22日（木）となります。







俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

俳　句小須戸地区図書室 新刊案内
秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

【一般書】

・『死神を祀る』

 大石 大／著　（双葉社）

・『子宝船 きたきた捕物帖 ２』　

 宮部 みゆき／著（PHP 研究所）

・『夢をかなえるゾウ ０』

 水野 敬也／著　（文響社）

・『あきらめません！』

 垣谷 美雨／著　（講談社）

・『今日は、これをしました』

 群 ようこ／著　（集英社）

【児童書】

・『きょうは選挙の日。』　

 塚本 やすし／作　（汐文社）

・『みんなはどう思う？感染症』　

 堀川 晃菜／著　（くもん出版）

・『おりがみ大図鑑』　

 新宮 文明／著　（日本文芸社）

・『６年１組黒魔女さんが通る　16』　

 石崎 洋司／作、亜沙美／絵（講談社）

・『６年１組黒魔女さんが通る　17』

 石崎 洋司／作、亜沙美／絵（講談社）

○
夏
に
負
け
な
い
ス
ポ
ー
ツ
体
験

長
期
休
業
中
の
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

の
児
童
を
対
象
に
８
月
９
日(
火
)
に

小
須
戸
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館
で
44
名

の
児
童
が
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
「
カ
ー

リ
ン
コ
ン
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
的
を
狙
っ
て
ボ
ー
ル
や

デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
る
力
加
減
で
勝
敗

を
分
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
、
異
年

齢
の
子
ど
も
が
対
戦
し
て
も
、
実
力

差
は
な
く
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

○
食
品
サ
ン
プ
ル
を
つ
く
ろ
う
！

　

８
月
24
日(
水
)
に
田
上
町
で
食
品

サ
ン
プ
ル
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
藤

井
裕
子
先
生
よ
り
、
食
品
サ
ン
プ
ル

づ
く
り
を
教
わ
り
ま
し
た
。
お
い
し

そ
う
な
プ
チ
パ
ン
ケ
ー
キ
と
、
絵
の

具
の
調
合
が
ひ
と
り
ひ
と
り
好
み
が

違
う
た
め
、色
と
り
ど
り
の
「
映
え
る
」

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
や

り
た
い
、
他
の
サ
ン
プ

ル
も
作
っ
て
み
た
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

○
や
っ
て
み
よ
う
科
学
実
験

　

８
月
24
日(
水
)
・

25
日(
木
)
に

小
須
戸
・
矢
代
田
地
区
の
小
学
生
を

対
象
に
、
新
潟
薬
科
大
学
の
先
生
と

学
生
の
皆
さ
ん
で
「
自
分
の
指
紋
を

採
取
し
て
み
よ
う
」「
レ
モ
ン
で
電
子

オ
ル
ゴ
ー
ル
は
な
る
の
か
？
」「
ス
ラ

イ
ム
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
づ
く
り
」

の
３
つ
の
科
学
実
験
を
行
い
、
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
す
る
子
も
い
ま
し

た
。

・赤ちゃんがお母さんからもらっ

た病気に対する免疫は、生後数

か月で自然に失われます。

子ども自身で免疫をつくって病気を予

防していくために、予防接種は非常に

効果が高い方法です。

・予防接種には「定期接種」と「任

意接種」があります。「定期接種」は、

生後２か月から始まります。接種対象

年齢であれば無料で接種することが

できます。母子手帳や市のホームペー

ジに予防接種のスケジュールが載って

いますので、接種対象年齢を確認し、

新潟市が委託している医療機関で個

別に受けてください。

・予防接種は体調がよい時に受けま

しょう。また、母子手帳に接種記録

を記入し大切に保管してください。

◆
小
須
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
シ
ネ
マ
」

　

次
回
は
10
月
４
日(
火
)
13
時
半
〜
16
時
で
す
。「
東
京
物
語(
１
９
５
３
年
制
作
)」
を
上
映
い
た
し
ま
す
。
入
浴
を
伴
わ
な
い
場
合
入
場
無
料
で
す
。
お
仲
間
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健康福祉課より
胃がん検診のご案内

  9月29日（木）

10月21日（金）

9時～11時 小須戸まちづくりセンター（※要予約 只今受付中!

9時～11時 小須戸地区ふれあい会館 （※要予約 9月26日（月）～予約開始

予約先：新潟県労働衛生医学協会 025-370-1800〔平日9時～16時半〕）

予約先：新潟県労働衛生医学協会 025-370-1800〔同上〕）

地域の知られていないお宝探検地域の知られていないお宝探検！第６第６弾　　　　「小須戸「小須戸」編
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